
（Ａ４）                                                                                                    （Ａ４） 

（第１面） 

 

第１号様式（第４条） 

 

附 置 義 務 駐 車 施 設 等 設 置 （ 変 更 ） 届 出 書 

  
令和 ● 年 ● 月 ● 日 

（届出先） 

横浜市長  

住 所 

届 出 者 氏 名 

電 話 

（担当者氏名及び連絡先 ㈱隔地設計 隔地 03-456☓-789☓   ） 

 

横浜市駐車場条例第７条の規定により次のとおり届け出ます。 

用 途 地 域 
■商業 □近隣商業 □工業 □準工業 □工業専用 □準住居 □一種住居 

□二種住居  □一中高住専  □二中高住専   □一低住専   □二低住専 

地 区 の 区 分 
■ 駐車場整備地区（    中  央   地区）又は商業地域若しくは近隣商業地域 

□ 周辺地区又は自動車ふくそう地区 

建 

 

築 

 

物 

名 称 （仮称）附置ホテル 

位 置 横浜市   中   区◆◆町4-5-6 

用 途 

■百貨店その他の店舗（□大店立地法該当）  □事務所  □倉庫 □工場 

■その他特定用途（ホテル、飲食店                 ） □共同住宅 

□特定用途外  （                    ） ■自動車車庫 

規 模 敷 地 面 積 543.21 ㎡ 

延 べ 面 積 3456.78 ㎡ 

( 共 同 住 宅 等 ) (       0 ㎡) 

( 自 動 車 車 庫 等 ) (      45.67 ㎡) 

工 事 の 種 別 

及 び 期 間 

■新  築         □増  築 着 手 予 定 年 月 日 令和〇 年〇 月〇 日 

□用途変更 □そ の 他 完 了 予 定 年 月 日 令 和 ✕年 ✕月 ✕日 

駐  

車 

施 

設 

等 

位 置 横浜市   中   区◆◆町 4-5-6、◆◆町 7-8-9 

車 種 区 分 乗 用 車 (車椅子用) 荷さばき車 自動二輪車 形     態 

設 置 台 数 11 台 (  １ 台) １ 台 １ 台 ■平 面 

■立 体（■自走式 ■機械式） 

□地 下（□自走式 □機械式） 

附置義務台数 11 台 (  ０ 台) １ 台 １ 台 

敷 地 外 台 数 10 台 (  ―  台 ) ０ 台 ０ 台 

変更の概要【変更前の届出の受付年月日・番号：      年   月   日・第    ―      号】 

 

 

 

（注意） 

１ 建築物及び駐車施設等の付近見取図、配置図及び各階平面図を添 

付してください。 

２ その他市長が審査上必要と認める図書を添付してください。 

３ 提出書類は、すべてＡ４（図面は折込み）の大きさとし、左とじ

としてください。 

 

 

 

 

 

（第２面） 

 

 

附 置 義 務 駐 車 施 設 等 に 関 す る 調 書 

単位：台 

 
乗  用  車 荷さばき車 自動二輪車 

設置台数 増△減 設置台数 増△減 設置台数 増△減 

平   面     １  

立  体 

自 走 式 １  １    

機 械 式 10      

地  下 

自 走 式       

機 械 式       

合  計 11  １  １  

※表内の「増減」は、変更の届出の場合に、変更前からの増減を記入してください。 

横 浜 市 処 理 印 

横浜市中区◆◆町 1-2-3 

附置商事株式会社 

代表取締役 附置 義雄 

045-678-9123 

※記入上の注意事項 

（第１面） 

・建築物の名称は、工事名称ではありません。（(仮称)●●ビル建築工事の場合は「(仮称)●●

ビル」、(仮称)●●丁目計画の場合は「(仮称)●●丁目ビル」としてください。） 

・建築物の用途の直接記入欄は、届出後に建築確認申請を行う場合は、建築確認申請書の記載

と揃えてください。 

・建築物の床面積及び駐車場施設等の台数は、該当しない場合でも「0」と記入してください。 

・建築物の工事着手予定年月日及び完了予定年月日は、日付まで記入してください。 

・駐車施設等の位置及び形態欄は、敷地外駐車場とする場合は敷地外駐車場について、敷地内

と敷地外を併用する場合は敷地内及び敷地外の駐車場について、記入してください。 

・駐車施設等の台数記入欄の「乗用車(第４条)」と「荷さばき車(第４条の２)」と「自動二輪車

(第４条の３)」の各台数は、条例の規定毎に重複しないように記入してください。 

また、「車椅子用」は「乗用車」の内数として記入してください。 

なお、条例第４条の２第２項により荷さばき車の附置義務台数を乗用車の附置義務台数に置

き換える場合は、乗用車の附置義務台数欄の台数は、荷さばき車の附置義務台数を控除した

台数（台数算定表(1)の７及び(2)の６における     内の台数）としてください。 

・駐車施設等の形態欄は、複数を併用する場合は、該当する全てにチェックしてください。 

なお、建築物の１階部分に平置きする場合は「立体・自走式」と、地下から駐車するタワー

パーキングは「地下・機械式」としてください。 

（第２面） 

・敷地外駐車場とする場合は敷地外駐車場について、敷地内と敷地外を併用する場合は敷地内

及び敷地外駐車場について、記入してください。 

 
＜記入例による駐車施設の設置のケース＞ 

乗用車  ：附置義務台数 11 台（＝第４条の算定上 12 台－荷さばき車１台） 

      →10 台を敷地外のタワー式で、車椅子用１台を敷地内の建築物１階平置きで確保 

荷さばき車：附置義務台数 １台 

      →敷地内の建築物１階平置きで確保 

自動二輪車：附置義務台数 １台 

      →敷地内の屋外平置きで確保 


